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中
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山
道
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整
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◇
実
施
日 

 
 

９
月
５
日
（
木
）  

 
 

 

晴 

◇
参
加
者 

 
沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
梶
野
照
雄 

 
 

４
名 

  

８
月
１
８
日
に
不
動
木
屋
谷
登
山
道
を
整
備
し
た
際
、
下
り
の
林
道
手
前
に
腐

食
の
進
ん
だ
木
製
ハ
シ
ゴ
が
あ
っ
た
。
今
に
も
折
れ
そ
う
で
危
険
な
の
で
交
換
作
業
を

行
っ
た
。
ハ
シ
ゴ
を
作
る
手
持
ち
材
料
が
無
か
っ
た
の
で
、
行
仙
宿
で
角
材
を
切
り
出

し
、
持
ち
帰
っ
て
加
工
し
た
。
不
動
木
屋
谷
登
山
道
途
中
か
ら
林
道
へ降
り
る
ル
ー
ト

に
名
称
は
無
い
よ
う
な
の
で
、
中
間
登
山
道
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

登
山
口 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解
体
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

組
み
立
て 

架
け
替
え
る
ハ
シ
ゴ
迄
は
林
道
か
ら
５
分
ほ
ど
な
の
で
、
一
人
で
も
２
往
復
す
れ
ば

材
料
と
工
具
は
運
ぶ
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
っ
た
が
、
参
加
者
が
４
人
に
な
り
運
搬
は

簡
単
だ
っ
た
。
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
て
あ
る
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ
ク
と
番
線
を
切
り
、
分
解
。
腐
食

し
た
木
材
は
周
辺
に
放
置
し
た
。
角
材
２
本
を
立
て
か
け
、
踏
み
板
を
取
り
付
け
る
。 

一
か
所
に
木
ネ
ジ
２
本
ず
つ
と
番
線
で
固
定
す
る
。
強
度
を
高
め
る
た
め
通
常
よ
り

間
隔
を
狭
く
し
た
。
し
か
し
必
要
な
長
さ
を
測
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
か
な
り
短
く

て
固
定
す
る
の
に
手
間
取
っ
た
。 

雑
木
を
切
っ
て
下
に
入
れ
、
下
部
に
杭
を
打
っ
て

下
が
る
の
を
防
い
だ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

一
応
完
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林
道
の
落
石
除
去 

不
完
全
だ
が
何
と
か
固
定
は
成
功
。
次
回
、
ハ
シ
ゴ
の
延
長
と
両
側
の
岩
に
ア
ン
カ
ー

を
打
っ
て
固
定
し
よ
う
と
思
う
。
ハ
シ
ゴ
の
工
事
中
、
湯
川
、
阪
口
の
両
氏
は
ハ
シ
ゴ
下

の
登
山
道
を
整
備
、
丸
太
で
土
留
を
し
、
石
を
並
べ
て
安
定
し
た
登
山
道
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
作
業
を
始
め
て
約
２
時
間
、
午
前
１
１
時
半
過
ぎ
に
林
道
に
戻
っ
た
。
林

道
わ
き
の
日
陰
で
昼
食
を
摂
り
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

林
道
の
落
石
除
去 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 



 
下
山
途
中
は
林
道
の
落
石
除
去
を
続
け
る
。
大
き
な
石
は
転
が
っ
て
い
な
い
が
、
山

側
か
ら
落
ち
た
石
が
道
幅
の
１/

４
位
迄
流
れ
出
し
て
い
る
所
が
３
ヶ
所
あ
り
、
全
員

で
除
去
し
た
。
通
常
は
３
０
分
程
で
奥
吉
野
発
電
所
に
着
く
が
、
落
石
除
去
を
続
け

た
の
で
、
１
時
間
１
５
分
か
か
っ
た
。  
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野
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